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株式会社ヨシムラ・フード・ホールディングス（証券コード：2884）
2022年11⽉４⽇

株式会社丸太太兵衛⼩林製麺の株式取得について
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案件概要

• 株式会社丸太太兵衛⼩林製麺（kobayashiseimen.co.jp）の発⾏済株
式100％を譲り受けることについて、2022年11⽉４⽇に株式譲渡契
約を締結。

• 丸太太兵衛⼩林製麺は北海道札幌市に本社及び⼯場を構え、⽣麺
（ラーメン）の製造・販売を主な事業内容としており、餃⼦の⽪の
製造及びたれ等調味料の販売も⼀部⾏っている。

• ⽣麺は全て業務⽤で、主な販売先は北海道内外のラーメン店。味と
品質の⾼さには定評があり、⾏列の絶えない多くの有名なラーメン
店でも採⽤されている。得意先からの要望により、特注麺の製造に
も対応可能な技術⼒を強みとする。北海道内の配送は⾃社で⾏う等、
独⾃のビジネスモデルを確⽴している。
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会社概要

会 社 名 株式会社丸太太兵衛⼩林製麺

本 社
所 在 地 北海道札幌市⼿稲区曙⼆条三丁⽬1番46号

代 表 者 梶井 保和（親会社の関係会社から出向）

設 ⽴
年 ⽉ ⽇ 創業 1979年、法⼈設⽴ 1982年

資 本 ⾦ 1,000万円

事 業 内 容 麺類の製造及び販売

従 業 員 数 43名（2022年９⽉末時点）

U R L kobayashiseimen.co.jp
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主要商品
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技術⼒と製麺
ノウハウ

技術⼒と製麺
ノウハウ

ブランド⼒ブランド⼒

整備された
⼯場ライン
整備された
⼯場ライン • ⼯場内は衛⽣管理が徹底され、⽣産キャパシティは余裕あり。

• ⾼品質で味にこだわった麺の製造を⾏うことから、北海道のラー
メン業界において⼀定の知名度を有する。同社の名前はブランド
になっており、得意先ラーメン店ののれんに同社の社名が載せら
れることもある。ラーメン店ののれんは⼀度作ると変えにくいこ
とや、スープに続く主役ともいえる麺の変更によりラーメンの味
が変わってしまうことから、既存顧客との関係性は深く、安定的
な継続取引に繋がっている。

• ⻑年にわたり培われてきた⾼度な製造技術により、特徴のある製
品を作り上げる。味と品質にこだわった姿勢は既存得意先から⾼
い⽀持を得ており、競合他社と⽐較して優位性を確⽴している。

• 得意先からの要望に応じて、特注麺の製造も⾏う等、付加価値の
ある商品を製造することで安定的な利益率を維持することができ
ている。

特徴、強み
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業績推移

0

200

400

600

800

1,000

2020年３⽉期 2021年３⽉期 2022年３⽉期

売上⾼、営業利益推移

売上⾼ 営業利益

（百万円）

 2021年3⽉期及び2022年3⽉期は新型コロナウイルス感染症の影響を受け売上、営業
利益共に減少

 当期は新型コロナ感染状況が収束に向かうことで業績も改善傾向
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 近隣に位置する楽陽⾷品株式会社（北海道⼯場）との協業により、仕⼊先・販売先
の共有や共同での商品開発を⾏うことで、両社の業績向上を図る。

グループにおけるシナジー

販路共有
商品開発

⼩林製麵と
楽陽⾷品（北海道⼯場）は

⾞で15分の距離
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今後のスケジュール

• 取締役会決議⽇：2022年11⽉４⽇

• 契約締結⽇ ：2022年11⽉４⽇

• 株式譲渡実⾏⽇：2022年12⽉１⽇


